
GFPフラッグシップ輸出産地形成プロジェクト採択地区一覧
北海道農畜産物・水産物輸出推進協議会

（コメ、かんしょ、たまねぎ）
＜北海道、ホクレン、JA、JETRO、コンサル等が参画＞

🚩🚩 コメ：米国向けに直播を活用した多収品種の栽培面積を拡大

🚩🚩 かんしょ：輸出向けのかんしょの増産・品質改善を進めるとともに、
長期保管技術の確立により出荷期間を延長

🚩🚩 たまねぎ：台湾でのニーズが高い大玉を鮮度保持したままで届
ける生産・流通体系を確立

アスノツガル輸出促進協議会（りんご）
＜㈱日本農業、生産組合、生産法人等が参画＞

🚩🚩 農家段階での粗選果、木箱使用、市場までの運搬等をなくした、
農家負担の小さい新たな集荷システムを導入

🚩🚩 上記を通じて農家に栽培に集中してもらい、傷や色むらのない
輸出向きの大玉・小玉りんごに特化した生産を拡大

新潟県（コメ、日本酒、錦鯉）
＜新潟県、JA、農業法人、酒造組合、錦鯉団体、輸出商社等が参画＞

🚩🚩 コメ：コスト低減に資する直播栽培や減農薬などの環境に配慮
した生産方法への転換により競争力を強化

🚩🚩 日本酒：県オリジナルの麹菌、酵母を使った輸出用日本酒の
開発と併せ、県内の小口取引をまとめて大ロットで輸出

🚩🚩 錦鯉：AI技術等を活用し病気にり患していない商品価値の高
い錦鯉の生産体系を確立

また、上記品目の混載による地元空港からの直接輸出を拡大

鹿児島県（かんしょ、きんかん、ぶり・かんぱち）
＜鹿児島県、経済連、農業法人、漁協、輸出商社等が参画＞

🚩🚩 かんしょ：世界的な有機ニーズに対応し、輸出向けの有機栽培園
地を拡大

🚩🚩 きんかん：台湾向けの残留農薬基準をクリアできるよう、防除暦の作
成・県内他産地への普及により、輸出に取り組む生産者を拡大

🚩🚩 ぶり・かんぱち：天然種苗に依存せず県内で育成した人工種苗の活
用により持続的な輸出産地を育成

また、上記品目について県内港からの輸出を拡大

みやざき『食と農』海外輸出促進協議会
（きんかん、日向夏、かんしょ）

＜宮崎県、経済連・JA、農業法人、輸出商社等が参画＞

🚩🚩 きんかん：台湾向けの残留農薬基準をクリアする新たな生産体系
の確立・普及により、輸出仕向けの供給量の拡大を図るとともに、
出荷期間を延長

🚩🚩 日向夏(果汁)：EU向けの新たな防除体系を導入する園地への転
換と併せ、紙パックに代わるEU規制に対応した容器を開発

🚩🚩 かんしょ：基腐病の発生リスクの少ない地域に輸出専用団地を形
成し、ドライコンテナを使った輸出により腐敗リスクを低減

また、上記品目について近隣県の地方港からの輸出を拡大

熊本県（いちご、メロン）
＜熊本県、経済連・JA、輸出商社、資材業者等が参画＞

🚩🚩 いちご：県育成品種について、台湾向けの防除体系を確立・普及

🚩🚩 メロン：ニーズの高い赤肉品種への作付け転換を行うとともに、スー
パークーリングシステム等を活用した鮮度保持輸送を実証

静岡茶輸出拡大協議会（茶）
＜静岡県、経済連、茶生産者、茶商、JETRO等が参画＞

静岡県かんしょ輸出促進協議会（かんしょ）
＜静岡県、㈱日本農業、農業法人・生産者、資材業者等が参画＞

🚩🚩 茶：県内４地区の産地で、有機栽培園地等を拡大し、地元
港を活用した北米向け大ロット混載輸出を推進

🚩🚩 かんしょ：荒廃農地(20ha)を再生し、輸出用かんしょを増産す
ることにより、コンテナ満載を前提とした輸出体系を構築

岐阜県農林水産物輸出促進協議会（かき）
＜岐阜県、JA全農岐阜・JA、輸出商社、JETRO等が参画＞

🚩🚩 県内３地区で選果梱包施設の認定を取得し、タイの検疫条件
等に対応した県オリジナルブランド柿をはじめとする柿の輸出産地を
形成

🚩🚩 品質保持技術の確立と併せ、貯蔵・包装を行う中間拠点の設
置により効率的な物流ルートを構築

京都府農林水産物・加工品輸出促進協議会宇治茶部会(茶)
＜京都府、JA茶業部会、茶生産組合、茶商等が参画＞

「京の米で京の酒を」推進会議（日本酒）
＜京都府、JA全農京都、酒米生産者、酒造会社等が参画＞

🚩🚩 茶：輸出向けの有機栽培、減農薬栽培園地を拡大・団地化

🚩🚩 日本酒：欧州の嗜好にあった酒米(祝２号)に一斉転換するとともに、
祝２号の特色を生かした日本酒を開発

また、 EU向けに茶と日本酒のコンテナ混載による輸出を拡大

徳島県（いちご）
＜徳島県、㈱世界市場、農業法人、農薬メーカー等が参画＞

🚩🚩 台湾向けいちごの産地形成に向け、輸出商社と農薬メーカーが
連携し、防除暦を作成、普及

🚩🚩 鮮度保持技術の知見を有する技術者による研修を行うとともに、
フライト時刻から逆算して出荷から現地までのコールドチェーンを確立

※公募時に事業実施主体が提出した事業実施計画書を基に作成
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